
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

「支え合いのまちづくり」に向けて 
生活支援コーディネーターが一緒に考えます︕ 

「生活支援体制整備事業」は、新たに介護保険制度に導⼊された、生活支援や介護予防の充実を推
進する事業です。住み慣れた場所で暮らし続けることが出来るように「支え上手・支えられ上手」な
地域づくりのサポートをするのが、各地域に配置された「生活支援コーディネーター（地域支え合い
推進員）」です。 

地域のニーズを調べ、高齢者自身がいきがいをもって生活出来るような生活支援・介護予防サービ
スの体制作りを進めていきます。 

「自分達の⼒」で、安心した日常を送ることができる地域を作っていくために・・・ 
 

江別市委託事業＜生活支援体制整備事業＞              平成29年4月〜 

問合せ;江別市社会福祉協議会 電話:385-1234 FAX:385-1236 
お住まいの地区ごとのご相談は下記で承っています。 
・江別第⼀地域包括⽀援センター 389-4144 ・江別第⼆地域包括⽀援センター 389-5420 
・野幌第⼀地域包括⽀援センター 381-2940 ・⼤⿇第⼀地域包括⽀援センター 388-5100 

   

いつまでも住み続けたいまちについて 
一緒に考えませんか！？ 

 

なんとかしたい事柄がおきたとき、 
今までにない活動をしてみたくなったとき、 
もしかしたら、解決する⽅法は⾝近にあるのかもしれません。 

これからの介護予防においては、住⺠同⼠が助け合い、⾃助・互助の⼒を⼤きく育てていくことが 
求められるようになっています。 

 

⽣活⽀援コーディネーターがみなさんの想いと地域の⼒を橋渡しします。 

地域での役割や定期的に通う場をもつことが、
その⼈⾃⾝の⽣きがいになり、精神的な⽀えに
なります。 

住⺠⼀⼈ひとりが助け合いの精神で取り
組むことで、⽀援の輪が広がります。 

⽣活⽀援のニーズ ⾼齢者の社会参加 

担い⼿としての 
社会参加 

⾒守り 
買い物援助 
外出⽀援 
地域サロンの開催 

⼀般就労 
趣味活動 

健康づくり活動 
ボランティア活動 


